








序言 

 CAPD は continuous ambulatory peritoneal dialysis の略語で，日本では持続携帯式腹

膜透析法と訳されている。1976 年に Moncrief と Popovich らにより導入されて以来,本邦

においても増加の傾向にあり,1985 年末の時点で CAPD 患者数は 1536 名となっている。し

かし小児における CAPD の報告はまだ少ない。今回われわれは,種々の原因による末期腎不

全患者に対して CAPDを施行し,重大な合併症のひとつである腹膜炎に関して調査し考察を

加えたので報告する。 


